
準結晶の話題の紹介  山田敏昭 

岡崎高校の SSH 論文「自然からフィボナッチ数の秘密に迫る」（1 年生・鈴木風雅 君）を目にする機会があり、「準結晶」の存在を知りました。従

来、固体の構造は「結晶」（周期的構造）と「アモルファス」（全くの無秩序な構造）の 2 種類とされてきましたが、近年、第 3 の 

構造として「準結晶」が発見され、盛んに研究されています。「準結晶」は、「ペンローズタイル」に代表されるような「周期的ではないが高い対称性

と秩序をもつ」構造で、「結晶」ではありえない正五角形、正十角形の対称性を持ちます。鈴木君の論文は、折り紙で作った立体から準結晶の構造を

考察する内容で、大変難しくて私には分からないのですが、「準結晶」という新しい構造を知るきっかけになり、自分でも少し調べてみました。 

 以下に、準結晶の話題の記事の一つを紹介します。また、「準結晶は周期性を持たないが、高次元の空間で考えると周期を持つ」例として 

のフィボナッチ配列の例を示します。 

 これは、例えば S→L→SL→LSL→SLLSL というように、前の 2 つの文字列を合わせたものが次の文字列になる、という配列です。 

実は、以前サークルで紹介したガーベラの花の成⾧モデルが、まさにこのフィボナッチ配列になっています。 

 まず平面（2 次元）での正方形格子（周期を持つ構造）の中に、正方形格子の 1 つをスッポリ含むように、傾きが黄金比である 2 本の直線 l , l’ を引

きます。その中の格子点を、直線 l に投影すると、フィボナッチ配列になります。つまり、1 次元の直線 l 上では周期を持たない 

フィボナッチ配列が、2 次元の周期構造の投影であることになります。なぜこんなことになるのか、不思議です。証明そのものは数学的帰納法などを

使えばできそうな気がしますが、それだけでは全く分かった気がしません。そもそも一体どこからこんな発想が出てきたのか。黄金比とフィボナッチ

数列の深い関係が背後にありそうです。 

  それはともかく、数学的なお遊びと思われた「ペンローズタイル」が、「準結晶」という現実の物質として存在する。そこから、これまでになかっ

た新しい性質を持つ素材が開発される可能性が開けた、というのは驚きです。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://shinbun.fan-miyagi.jp/article/article_20120223.php 

 

 

 

 



通常の結晶の電子線回折像。4 回、6 回対称 準結晶① 準結晶② 

準結晶②の電子線回折像。10 回対称 

ペンローズタイルと、その回折パターン。10 回対称 

←準結晶の「周期を持たない秩序」の簡

単な例のフィボナッチ配列。 

1 次元（EⅡ）では周期がないが、補空間

E⊥を加えて 2 次元空間で見ると周期（格

子）が現れる。準結晶も補空間 E⊥を加

えた高次の空間では周期構造を持つ。 

出典：枝川圭一「準結晶の成⾧機構の謎

に迫る」 
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フィボナッチ配列


























































































 

平面内の直線 

で囲む領域内の

格子点をへ射影

すると、の

種類の線分が現れる。

元の平面内の

横の線分が

縦の線分がに

対応するので横を縦をとした。

はフィボナッチ配列になる。

 


